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ヘンデルの英語作品の歌詞の扱い
――英語の発音変化の視点から
English Word-settings in Handel
,
s Works: 
































































　強勢母音の後位置で [	s,	t,	d,	z	] の直後の [	i	] が [	j	] へわたり音化され、その後口蓋化し擦
音 [	ʃ,ʒ	,tʃ,	dʒ] に変化した（Lass	1999:	121、中尾 1985:	396,	445）。
ii）-ious 形：-i-ous	→	-ious
　上の -tion 形と同様に、強勢母音の後位置で [	s,	t,	d,	z,	l,	r,	m,	n	] の直後の [	i	] が [	j	] へわ
たり音化した（中尾 1985:	445）。その後の口蓋化は、glorious 等、先行の子音が [	l,	r,	m,	n	]
の場合は起こらないことから、この音節数の変化はわたり音化によると考えられる。
iii）-ement、-enance 形：-e-ment	→	-ement





　この形の 2音節から 1音節への移行は、-tion、-eous 等のわたり音化とは異なり、母音接
続の位置で第 1母音が削除される語中音消失（中尾 1985:	323）に該当する。
v）spirit：spirit	→	spi-rit
　spirit の発音については、以前は 1 音節の扱いで /sprʌit/ と発音されていた（Klausner	
1996:	15）。中尾（1985:	348）は、14 世紀後半から pと r の間に母音の入った形が増して
いくと述べているが、その収束時期については述べていない。
vi）the の母音接続：th’
　定冠詞 the に続く語の語頭が母音の場合に the の母音が省略されることがある。
vii）動詞の直説法 3人称単数現在形の語尾 -eth 形：-eth	→	th	→	(e)s
　14 世紀頃 -(e)s が地域方言として出現し、緩やかに移行が始まった。初期は通常が -eth
で口語の場合 -(e)s であった。17 世紀には -(e)s が通常使用されるようになった。しかし
その後も -eth も文語体に限らず様々な文体で用いられた（Lass	1999:	162、Barber	1997:	
166）。18 世紀には -eth は通常はほとんど用いられず（まだ一般に用いられていた hath、
doth を除いて）聖書の言葉など文語体としてのみ用いられている。-eth には 1 音節が割り
当てられていたが、17 世紀には /iz/ の発音が一般的となった。ただし -eth の e を発音せず
音節を形成しない場合もあった（Lass	1999:	164）。
viii）-ed 形：-ed	→ -’d 等
　-ed の発音については、動詞の過去形や過去分詞形の場合は e を発音しなくなる変化、語
中音削除（	[	ə	]- 削除）の途上にあるとみられる。
ix）動詞の -est 形：-est	→	-’st
　2 人称の thou に対する動詞の活用語尾 -est については、17 世紀前半までは多く用いられ
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HWV 作曲年 台本 i-ous ious est st ed  d eth th s we-re were th' jah-Hal ti-on tion spirit spi-rit e-ment ement
教会音楽
Utrecht/Jubilate 1713 3 4 2 2 1
Anthems  for Cannons 1717-18  5 7 8 8 4 7 1 1 1 8 1 1
AnthemsforChapelRoyal 1722-26  1 1 2 1 1 2
Coronation Amthems 1727  1 2 1 1 5 1
Wedding Anthems 1734, 36 2 1 1 2 3
Anthem Funeral Caroline 1737 1 1 1 3 1 1 2 1
ChurchSongs 1746 2 1 2 3 2 1 1
計 1 8 10 2 10 18 13 4 9 1 2 5 3 0 23 0 2 1 3
教会外音楽（世俗音楽）
74 Ode for the Birthday of 
Queen Anne
1713 A. Philips? 3  2 1 3 3
49a Acis and Galatea 1718 J. Gay 7 2 6 27 1 1 1
50a Esther 1718 Pope, Arbuthnot 5 2 1 17 1 22 3 1
52 Athalia 1733 S. Humphreys 8 5 42 46 1 11 1
53 Saul 1739 C. Jennens 1 14 1 8 63 1 30 1 7 14 1 4
54 Israel in Egypt 1739 Jennens or Handel 1 3 4 1 16 18 3 1 2 4  1
55 L'Allegro, il Penseroso ed 
il Moderato 1, 2
1740 Jennens （Milton） 4 2 10 18 1 2 20 2 3 1 1
55 L'Allegro, il Penseroso ed 
il Moderato 3
1740 C. Jennens 1 4 1 6 1
56 Messiah 1741 C. Jennens 1 3 14 7 14 1 1 1 1 1 7 2
57 Samson 1743 N. Hamilton 7 1 1 61 15 1 7 1
62 OccasionalOratorio 1746 N. Hamilton 4 1 1 1 25 5 5 1 2  10 2
66 Susanna 1749 不明 14 4 1 47 1 48 1 3 8 1 3
67 Solomon 1749 不明 7 2 44 1 28 1 5 *1 11
68 Theodora 1750 T. Morell 1 10 2 42 24 1 1 10 1 6
69 The Choice of Hercules 1751 不明（Morell） 2 3 9 7
70 Jephta 1752 T. Morell 8 1 26 1 1 27 1 1 8 1
















楽では 1717 年頃以降、世俗音楽では 1739 年以降に、古い形が変化後の e を発音しない形
と併用されるようになっている。
④動詞の 3 人称単数現在形の -eth 形については、com-eth,	cometh,	comes、pre-serv-eth,	pre-
serveth,	pre-serves 等さまざまな語が見られた。-eth 形の方が -s 形より多いのは教会音楽に
多く見られる傾向で、世俗音楽では -s 形の方が多い。これについて、《メサイア》は -eth 形
15 例に対して -s 形は 1 例と非常に少なく、教会音楽の特徴を持っていると言える。教会音
楽については、最初期には -s 形が用いられ、1717-18 年の《シャンドス・アンセム》では
-eth 形と e を発音しない -th 形と -s 形が併用され、その後は -eth 形のみが用いられるよう
になっている。これは発音変化とは逆の流れとなっている。世俗音楽では、1739 年の《サ
ウル》（Saul）までは、-s 形と -th 形が併用され、その後の《エジプトのイスラエル人》以
降に -eth 形がその他の形と共に見られるようになる。
⑤were については、出現数が少ないが、we-re と 2 音節になるものとwere と 1 音節に扱われ
るものとが見られた。《メサイア》に見られる 2音節の were の形は《シャンドス・アンセム》
にも見られる。
⑥ the の母音省略 th’ は、th’e-ter-nal、th’in-ha-bi-tants 等さまざまな例が見られた。この形は
世俗音楽に多く見られるが、《メサイア》では見られない。全体的に分布しているが、世俗
音楽では《サウル》以降に多く見られると言えよう。
⑦ -jah,	Hal- というのは、Hal-le-lu-jah,	Hal-le-lu-jah という語の連続で、語末と語頭の 2音節を
1音に割り当てる場合である。この -jah,	Hal- の連声は教会音楽には散見されるが、世俗音
楽では《メサイア》にのみ見られる 8。
⑧ -tion 形については、na-tion、sal-va-tion 等、-tion 形のみが見られ、-ti-on 形は見られなかった。
⑨ spirit についても、1音節の形は見られなかった。
⑩ -ement 形については、《シャンドス・アンセム》で 1例だけ、e に 1 音を割り当てている場






















表 2　16 ～ 18 世紀のイギリス音楽の歌詞の扱いの作曲家による比較
教会音楽 ious est ed eth the+ 母音 tion spirit ement iour
生 没 発表年 i-ous ious est st ed d eth th （e）s th’ ti-on tion 1 音節 2 音節 e-ment ement i-our iour
Tye 1505 1572 1 1   1 1 1   1 1 1 1 　 1 　 1 　
Tallis 1505 1585 1 1 1 1 1 1 1 1   1 　 1 1 1 1 1 　
Morley 1557 1602 1 1 1 1 1 1 1 1   1 1 1 　 1 1 1 1 
Byrd 1543 1623 1 1 1 1 1 1 1 1   1 　 1 　 1 1 1 　
Gibbons 1583 1625 1 1   1 1 1    1 1 1 1     
Giles 1558 1633 1 1   1 1 1    1 　 1 1 1 1 1 　
Ramsey 1595 1644 1 1 1 1 1 1 1    1 1 　 1 1 1 1 　
Locke 1621 1677 1 1   1 1 1    1 1 　 1 1 　   
Purcell 1659 1695 1 1 1 1 1 1 1 1  1 　 1 1 1 1 1 　 1 
Blow 1649 1708 1 1 1  1 1 1    1 1       
Croft 1678 1727 　 1 1 1 1 1 1    　 1   　 1   
G.F.Handel 1685 1759 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 　 1 1 1 1 
Greene 1696 1755 　 1  1 1    1 　 1       
Psalmody   1701-1800 　 1  1 1 1 1  1 1 1 1   　 1 　 1 
教会音楽 ious est ed eth the+ 母音 tion spirit ement iour
生 没 発表年 i-ous ious est st ed d eth th （e）s th’ ti-on tion 1 音節 2 音節 e-ment ement i-our iour
HenryVIII 1491 1547 1510-20 1    1 1 1 1 1  1    1    
Byrd 1543 1623 1588 1 1 1 1 1 1 1  1    1   1   
Morley 1557 1602 1594   1 1 1 1 1  1          
Weelkes 1576 1623 1597     1 1 1  1  1 1       
Wilbye 1574 1638 1598 1 1  1 1 1 1  1  1  1      
East 1580 1648 1606   1  1 1 1  1  1        
Dowland 1563 1626 1613  1  1 1 1 1  1 1 1 1  1     
songs 1625-60  1   1 1 1   1 1 1       
Purcell 1659 1695 1667-95     1 1   1   1  1     
Locke 1621 1677 1676  1    1   1 1  1  1     
Eccles 1668 1735 1707  1    1   1   1       
Arne 1710 1778 1740  1    1      1       
G.F.Handel 1685 1759 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1  1  1  1 
Greene 1696 1755 1747      1   1 1         












③ -ed 形については、教会音楽ではこの期間を通して e を発音する形と発音しない形が共に用
いられている。世俗音楽ではパーセルまでは両方の形が用いられているが、それ以降はヘ
ンデル以外は eを発音しない形のみ用いている。
④ -eth 形については、教会音楽ではほとんどが -eth の形を用いていて、-th 形も散見する。-s
形はヘンデルの作品と 18 世紀の賛美歌に見られるのみである。世俗音楽では、1510 年
のヘンリー 8 世（Henry	III,	1491-1547）の作品から 1791 年のストラーチェ（Stephen	




⑥ -tion 形については、教会音楽では 1音節の -tion 形がこの期間全体にわたり用いられていて、
2 音節の形はパーセルを除いてブロウまでが用いている。世俗音楽では、2 音節の形は 17
世紀半ばの歌曲集まで用いられていて、それ以降は用いられていない。1音節の形はウィー
ルクス（Thomas	Weelkes,	1576-	1623）とダウランド以降に用いられている。
⑦ spirit については、教会音楽ではパーセルまでは 1音節の形が見られる。2音節の形はタリ
ス（Thomas	Tallis,	1505-	1585）とギボンズ（Orlando	Gibbons,	1583-	1625）以降に見られる。
世俗音楽ではウィルビーまでは 1音節、ダウランド以降は 2音節と分かれている。











れていて、それと併せて、-ed 形は変化後の形も同様に期間を通して、-eth 形は e の省略形はほぼ
期間を通して見られるが、-s 形はヘンデルと 18 世紀賛美歌集のみに見られる。世俗音楽では変化
後の形が時代を通して用いられていて、併せて、変化前の形がパーセルの頃まで用いられていると
言える。その他については、教会音楽では、-ious 形と -tion 形はブロウまで、spirit と -ement 形は
パーセルまで、-iour 形はラムゼイまでが変化前の形を用いていて、17 世紀後半に転換点があると
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1 近代英語（Modern	English）は 1500 年以降現代までの英語を指す。そのうち、初期近代英語（Early	Modern	English）は


















8	表 1の *1	では、《ソロモン》（Solomon）で fury	in の ry	と in が一つの音符に割り当てられていて連声の扱いとなっているもの
が見られたので、連声の扱いがあったということを示している。
9	教会音楽についてはカデンツ等で音高が変化するパートと変化しないパートの音節数の調整のために両形を併用する場合が見
受けられるが（籾山 2015a:	70）、それが世俗音楽では行われていないと考えられる。
10	このことについては、籾山（2015a:	70）が王政復古のタイミングで扱いが変化したと考察したことが再確認された。
11	表 1 に見られるように、《サウル》、《陽気の人、ふさぎの人、温和な人》、《メサイア》はジェネンズ、《サムソン》、《機会オラトリオ》
はハミルトン、《テオドラ》、《イェフタ》はモーレルが台本を担当している。このうち、本文で述べている《陽気の人、ふさぎ
の人、温和な人》の第 1部第 2部がミルトンからの翻案であるのに加えて、《サムソン》はミルトンの『闘士サムソン』やその
他からの翻案、《機会オラトリオ》はミルトンによる『詩編』の編訳やスペンサーの作品が基になっているので、ミルトンの影
響も考えられるが、ミルトンとは関係のない《サウル》や《テオドラ》、《イェフタ》などでも変化前の形が使われているので、
やはり、全部に関わっているヘンデルの意向であると考えるのが妥当だと思われる。なお、-ed 形に限れば、ジェネンズがかか
わった作品で古い形が突出して多く用いられているものがあるので、ジェネンズの影響も否定はできない。
12	バロウズは、ヘンデルが言葉の上品な作法を犠牲にしてリズムの流れを尊重したのかもしれないと述べている（Burrows	
1991:	78）。
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